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連載企画
分会紹介

連合分会

田
端
運
転
所

組
合
員
か
ら
の
カ
ン
パ
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら

は
徴
収
し
な
い

た
だ
し
、
今
回
の
夏
季
手
当
の
カ
ン
パ
は
徴
収
す

る
四
、 

株
式
会
社
ア
ル
バ

夏
季
物
販
は
、
七
月
末
ま
で
の
取
り
扱
い
と
し
、

八
月
以
降
カ
タ
ロ
グ
販
売
は
行
わ
な
い

頒
布
会
は
八
月
末
で
終
了
す
る

株
式
会
社
ア
ル
バ
に
つ
い
て
は
、
八
月
末
に
解
散

手
続
き
を
行
う

五
、 

連
帯
す
る
会

会
員
の
新
規
加
入
・
継
続
手
続
き
は
四
月
二
七
日

以
降
行
わ
な
い
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働
く
誇
り
と

職
場
の
信
頼

一
番
も
っ
て
る

国
労
が
！

　

分
割
・
民
営
化
か
ら
二
四
年
目
に
入
り
、
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
は
政
治
解
決
へ
向
け
大
き
く
動
き
出
し

た
。

　

四
月
九
日
に
解
決
案
が
政
府
か
ら
示
さ
れ
、
四
者

･

四
団
体
側
が
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
。
国
労
本
部

は
四
月
二
六
日
に
第
七
八
回
臨
時
全
国
大
会
を
開
催

し
、「
国
鉄
改
革
一
〇
四
七
名
問
題
の
政
治
解
決
に

向
け
て
」
を
受
諾
し
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
裁
判

上
の
和
解
手
続
き
を
進
め
る
事
を
全
会
一
致
で
決
定

し
た
。

　

今
後
正
式
な
和
解
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
四
者
側
原
告
の
う
ち

九
〇
四
世
帯
が
和
解
案
受
け
入
れ
の
承
諾
書
提
出
、

前
原
国
交
大
臣
か
ら
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
和
解

手
続
き
を
進
め
る
指
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が

続
い
て
い
る
。

　

大
会
確
認
事
項
及
び
当
面
の
取
り
組
み

一
、 

裁
判
上
の
和
解
手
続
き

弁
護
団
と
協
議
し
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
間
で

和
解
手
続
き
を
行
う

九
州
三
事
件
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
る

Ｉ
Ｌ
Ｏ
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
等
と
協
議

し
、
所
定
の
手
続
き
を
進
め
る

二
、 

雇
用
問
題

解
決
案
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
各
社
に
二
〇
〇
名
の
採
用

を
要
請
す
る

そ
の
他
の
雇
用
に
つ
い
て
も
政
府
か
ら
の
働
き
か

け
を
要
請
す
る

三
、 

闘
争
団
生
活
援
助
金

闘
争
団
へ
の
交
付
は
、
六
月
末
で
停
止

不
採
用
問
題

解
決
へ
前
進
続
く

臨
時
全
国
大
会
で

政
府
解
決
案
受
諾

国
鉄
新
聞
（
連
帯
す
る
会
版
）
に
つ
い
て
は
当
面

継
続
す
る

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
傷
病
災
害
救
援
基
金
（
Ｄ
Ｌ
Ｒ

基
金
）は
こ
れ
ま
で
二
億
六
千
万
円
の
給
付
を
行
い
、

闘
争
団
員
や
遺
族
の
生
活
を
支
え
て
き
た
が
、
六
月

を
も
っ
て
給
付
を
終
了
し
、
同
時
に
デ
ー
ル
基
金
の

積
み
立
て
、カ
ン
パ
の
要
請
に
つ
い
て
も
終
了
す
る
。

基
金
は
七
月
以
降
解
散
手
続
き
に
入
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

今
後
、
私
た
ち
は
闘
争
団
員
の
雇
用
問
題
に
つ
い

て
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
め
、
全
面
解
決
の
日
が

一
日
で
も
早
く
来
る
よ
う
に
闘
い
続
け
よ
う
。　
　

　

東
京
地
方
本
部
で
は
、
五
月
一
八
日
に
定
例
の

職
場
オ
ル
グ
を
実
施
し
た
。
今
回
は
八
王
子
地
区

本
部
の
協
力
を
得
て
、
八
王
子
管
内
の
中
央
線
・

武
蔵
野
線
・
南
武
線
の
駅
・
遺
失
物
扱
所
（
環
境

ア
ク
セ
ス
）・
保
技
セ
・
車
両
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
、

更
に
組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
に
力
を
入
れ
て
も
ら

お
う
と
激
励
行
動
を
行
っ
た
。

　

地
方
本
部
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
職
場
訪
問

を
実
施
す
る
の
で
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

上
野
支
部
の
田
端
運
転
所
連
合
分
会
を
紹
介
し

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
数
少
な
い
機
関
車
の
配
置
職

場
で
、
昨
年
一
二
月
、
Ｊ
Ｒ
の
旅
客
会
社
と
し

て
は
初
め
て
新
形
式
の
電
気
機
関
車
が
配
置
に
な

り
、
今
後
、
北
斗
星
や
カ
シ
オ
ペ
ア
の
先
頭
に
立

つ
予
定
で
す
。

　

分
会
は
、
二
八
人
で
、
上
野
運
転
区
（
組
合
員

二
名
）
と
連
合
の
分
会
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
運

転
士
・
検
修
・
事
務
（
倉
庫
）・
構
内
と
各
職
種

に
亘
っ
て
国
労
組
合
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
皆
で

団
結
し
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

分
会
は
、
毎
週
短
時
間
で
も
昼
休
み
集
会
を
開

催
し
、
情
勢
や
組
合
の
課
題
、
職
場
の
問
題
な
ど

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
職
場
の
問
題
は
時
間
が

か
か
る
が
、
管
理
者
と
話
し
合
い
、
何
と
か
解
決

が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

職
場
旅
行
や
花
見
と
い
っ
た
レ
ク
も
開
催
し
団

結
と
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
分
会
大

会
に
は
、
エ
ル
ダ
ー
で
出
向
し
た
三
名
の
組
合
員

が
揃
っ
て
参
加
し
、
労
働
条
件
が
あ
ま
り
に
も
悪

く
仕
事
を
止
め
よ
う
か
と
思
い
職
場
の
皆
に
相
談

し
、「
新
し
い
職
場
が
見
つ
か
る
ま
で
一
時
休
職

を
し
て
も
働
き
続
け
る
」
決
意
を
し
た
組
合
員
の

　

し
か
し
、
か
つ
て
の
動
労
の
牙
城
で
あ
っ
た
職

場
は
、
ま
だ
ま
だ
差
別
が
残
り
、
検
修
職
場
で
は

未
だ
に
昇
進
試
験
の
合
格
者
が
出
な
い
と
か
、
国

労
の
組
合
員
が
関
係
す
る
事
故
は
三
年
前
の
も
の

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
に
東
労
組
組
合
員
が
絡
む

事
故
は
事
故
す
ら
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
、
新
型

機
関
車
の
検
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
す
、
エ
ル

ダ
ー
職
場
の
あ
っ
せ
ん
は
掃
除
ば
か
り
な
ど
東
労

組
と
の
格
差
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
部
で
差
別
さ

れ
て
い
た
仲
間
の
一
人
が
こ
の
ほ
ど
構
内
運
転
士

で
は
あ
る
が
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
初
め
て
機
関
車
の
ハ

ン
ド
ル
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
皆
で
支
え
て
き
た

成
果
が
で
ま
し
た
。

　

組
織
拡
大
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回

の
地
本
ニ
ュ
ー
ス
用
に
と
明
け
番
や
昼
休
み
で
集

ま
り
新
型
機
関
車
の
前
で
元
気
な
姿
で
記
念
撮
影

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国労東京
春闘標語

国労東京
法律相談

　７/14　　　　　８月は
　　　　　　　　　　　お休み

申し込みは地本へ
（５日前まで）

初 回 は 無 料

職
場
オ
ル
グ
を
実
施

話
な
ど
、
信
頼
さ
れ
る
分
会
・
仲
間
作
り
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

1723号.indd   1 2010/06/01   12:20:27



国　  労　  東　  京（2）2010 年 6 月５日（毎月１回５日発行）
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（　　　　） No. 1723

大会

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
第
二
二
回
定
期
総

会
が
、
五
月
二
一
日
田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
本
橋
議
長
（
自
治
労
東
京
）
は

五
月
一
五
日
～
一
七
日
の
沖
縄
行
動
に
ふ
れ
、
普

天
間
基
地
に
お
い
て
二
度
の
完
全
包
囲
を
実
現
で

き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
昨
年
民
意
で
政
権

交
代
を
実
現
さ
せ
た
が
、
首
相
は
基
地
問
題
で
沖

縄
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
と
不
満
を
表
明
し
た
。

今
後
も
現
地
と
共
に
民
意
が
求
め
る
解
決
に
向
け

引
き
続
き
闘
う
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

経
過
と
決
算
報
告
の
後
、
Ｊ
Ｒ
の
不
採
用
問
題

に
関
す
る
特
別
発
言
が
国
労
東
京
に
与
え
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
取
り
組
み
、
特
に

二
三
年
間
の
長
期
に
お
よ
ぶ
闘
い
に
対
す
る
協
力

の
御
礼
の
発
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
狭
山
事
件
再

審
闘
争
の
証
拠
開
示
が
実
現
し
た
取
り
組
み
も
報

告
さ
れ
、
経
過
、
決
算
を
全
体
の
拍
手
で
承
認
し

た
。

　

そ
の
後
方
針
と
予
算
を
満
場
一
致
で
承
認
し
、

引
き
続
き
本
橋
議
長
、
関
事
務
局
長
（
東
交
）
を

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

第
２２
回
定
期
総
会
を
開
催

　

四
月
二
六
日
、
第
二
一
回
国
労
東
京
へ
ら
鮒

釣
り
大
会
が
、
埼
玉
県
羽
生
市
に
あ
る
「
椎
の

木
湖
」
に
お
い
て
多
数
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。

　

結
果
は
次
ぎ
の
通
り
。

優
勝　

中
村　

寛　
　

松
戸
運
転
区
五
二
㌔

二
位　

大
川　

亨　
　

立
川
車
掌
区
三
七
㌔

三
位　

荒
井　

勲　
　

東
京
変
電
技
セ
三
二
㌔

四
位　

加
藤　

誠
二　

東
京
資
材
セ

五
位　

斎
藤
万
輝
男　

隅
田
川
駅
Ｏ
Ｂ

六
位　

斎
藤　

幸
三　

赤
羽
駅

七
位　

倉
林　

等　
　

浦
和
電
車
Ｏ
Ｂ

八
位　

大
嶋　

洋
一　

三
鷹
車
両
セ

九
位　

飯
塚　

悟　
　

王
子
駅
連

十
位　

八
巻　

史
祐　

北
千
住
駅

第
18
回　

組
織
拡
大

　

労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会

8/28～

　29

場所

マホロバ
マインズ
三浦

◆ 公 示 日    ６月１２日（土） 

◆ 投 票 日    ６月２３日（水） 

◆ 立候補締切    ６月１６日（水） 

◆ 不在者投票    ６月２０日（日） 

～２２日（火） 

 

選挙区別定数 

選挙区 地区本部・支部 全国 東日本 

第１ 新橋支部 ６ ７ 

第２ 上野支部 ３ ４ 

第３ 神奈川地区本部 ６ ８ 

第４ 八王子地区本部 ３ ４ 

第５ 中央・大井工・ 

  自動車 
１ ２ 

第６ 大宮地区本部 ３ ４ 

計  ２２ ２９ 

第
81
回　

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に　
　

結
集

12000　
　　　　　人

国
労
東
京

　
へ
ら
鮒
つ
り

国
労
東
京

　
へ
ら
鮒
つ
り
大会

第21回第21回
は
じ
め
、
地
本
石
上
委
員
長
を
含
む
常
任
幹
事
を

選
出
し
終
了
し
た
。
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